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　会議を行う上で、さまざまな意
見を効率よくまとめていく方法で、
カード･付箋などを使用し、情報の
管理や整理などを行います。

　①テーマから思いつく情報をで 
　　きるだけ出す。

　②関連（類似）するもの同士をグ
　　ループ化する。

　③グループにタイトルをつける。

　④配置整理し、共通点を考え図
　　解化する。

　⑤図解化の意味を考え、文章化
　　する。

　この方法では、参加者が問題点
を共有したり、自発性が促進され
るといった利点があります。

会議の活動方針、市総合計画の
策定、市民アンケート調査につ
いてなど

会議の部会構成と役割分担、将
来像･理念の検討、まちづくりの
方向の検討（言葉の抽出）など

中学生アンケート集計結果の確認、
まちづくりの方向の検討（前回の継
続）など

SWOT分析の手順把握、政策タ
イトルの確認、KJ法によるまち
づくりの方向の検討（継続）など

SWOT分析の手順把握、加東市
の現状と課題の共通認識、
SWOT分析ワーキングなど

SWOT分析（自由な発想から現実的
選択への展開）など

テーマの分析を完成、政策骨子
案に向けての検討など

地方自治（まちづくり）を取り巻く社会潮流の変化を考え合わせ、今回
の総合計画は次のような方針に基づいた策定を目指します。

KJKJ法とは法とは?KJ法とは?

　おもにマーケティングに使う経営分析法として考案され、
組織の内部環境と外部環境の２つに分け、内部に持つ「強み･
弱み」と外部から影響を受けると考えられる「機会･脅威」
を整理しながら分析を進める手法です。
　弱点の克服よりも、長所や持ち味といった強みに目を向け、
これらを生かすことで弱みを薄めるという発想と多くの
意見を挙げることにより、論議を活性化させる効果と多様
な立場から意見が交わされることによる論点の整理が期
待できます。 

SWOTSWOT分析とは分析とは?SWOT分析とは?※2

◆
総
合
計
画
と
は
…

　
地
域
市
民
の
総
力
を
結
集
し
、
地
域

社
会
の
当
面
し
て
い
る
広
範
な
課
題
に

対
処
す
る
も
の
で
す
。「
基
本
構
想
」「
基

本
計
画
」「
実
施
計
画
」か
ら
な
る
構
成

と
し
、
基
本
構
想
と
基
本
計
画
を
一
体

の
も
の
と
し
て
作
成
。
こ
れ
を
受
け
て
、

別
に
毎
年
度
実
施
計
画
を
作
成
し
ま
す
。

（
図
１
参
照
）

　
総
合
計
画
は
、
行
政
が
つ
く
る
と
い

う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
が
、
決
し
て

そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
策
定
に
あ
た

っ
て
は
、
公
共
的
団
体
の
職
員
、
見
識

を
有
す
る
人
、
市
民
代
表
な
ど
で
構
成

さ
れ
る「
総
合
計
画
審
議
会
」、
一
般
公

募
や
地
区
選
出
に
よ
る「
ま
ち
づ
く
り

　市
民
会
議
」、
こ
の
ほ
ど
行
っ
た「
市
民

ア
ン
ケ
ー
ト
」、
一
般
市
民
か
ら
の
意
見

募
集
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
方
法
で
市
民

の
参
加
を
得
な
が
ら
、
市
民
の
声
を
反

映
し
た
計
画
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

◆
ま
ち
づ
く
り
市
民
会
議
と
は

　
そ
の
中
で
も
、
市
民
組
織
で
あ
る「
ま

ち
づ
く
り
市
民
会
議
」は
、
地
域
の
現

況
分
析
や
ま
ち
の
将
来
目
標
を
見
据
え
、

市
民
の
視
点
に
立
っ
た
意
見
を
提
言
・

集
約
し
て
い
く
場
と
し
て
、
重
要
な
役

割
を
任
っ
て
い
ま
す
。

　
委
員
は
二
十
三
人
で
、
分
野
ご
と
に

精
通
さ
れ
て
い
る
方
々
で
構
成
さ
れ
て

い
ま
す
。
主
に
、
総
合
計
画
の
策
定
に

関
す
る
事
項
の
調
査
や
検
討
を
行
い
、

テ
ー
マ
別
に
意
見
交
換
や
議
論
な
ど
を

積
み
重
ね
て
い
ま
す
。
現
在
は
、
月
一
〜

二
回
の
ペ
ー
ス
で
会
議
が
開
催
さ
れ
、

第
七
回
を
数
え
て
い
ま
す
。

　
こ
の
会
議
は
、
全
体
会
と
部
会
の
二

部
構
成
と
な
っ
て
い
ま
す
。
部
会
の
集

約
や
内
容
確
認
は
全
体
会
で
行
い
、
そ

れ
ぞ
れ
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
は
三
つ
の

部
会
に
わ
か
れ
て
、
ワ
ー
キ
ン
グ
を
取

り
入
れ
な
が
ら
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

【
文
化
・
協
働
部
会
】

　
・
地
域
文
化
　
・
国
際
交
流
　

　
・
学
校
教
育
　
・
生
涯
学
習
　

　
・
ス
ポ
ー
ツ
　
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
　

　
・
行
財
政
の
改
革
　
　
　
　
　
な
ど

【
安
全
・
安
心
部
会
】

　
・
自
然
の
保
全
、活
用

　
・
安
全
な
ま
ち
　
・
防
犯
の
強
化

　
・
子
育
て
　
・
健
康
　

　
・
福
祉
　
・
医
療
　
　
　
　
　
な
ど

【
活
力
・
快
適
部
会
】

 
・
農
業
　
・
産
業
　
・
観
光

　
・
雇
用
　
・
住
環
境
　

　
・
情
報
通
信
　
・
交
通
　
　
 
な
ど

◆
よ
り
市
民
の
声
を
取
り
入
れ
る
た
め
に
は

　
現
在
ま
で
の
進
捗
状
況
で
す
が
、

策
定
方
針
の
決
定
、
市
の
将
来
目
標

と
な
る
言
葉（
キ
ー
ワ
ー
ド
）の
抽
出
や

政
策
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
タ
イ
ト
ル
出

し
と
い
っ
た
細
か
い
作
業
か
ら
市
が

目
指
し
て
い
く
べ
き
政
策
の
検
討
ま

で
順
を
追
っ
て
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。
（
図
２
参
照
）

　
ま
た
、
今
回
の
会
議
で
は
、
Ｋ
Ｊ

法
や
Ｓ
Ｗ
Ｏ
Ｔ
分
析
と
い
っ
た
手
法

を
取
り
入
れ
て
い
る
の
が
特
徴
で
す
。

思
い
思
い
に
話
し
合
い
、
議
論
す
る
だ

け
で
は
意
見
が
ま
と
ま
り
ま
せ
ん
。

多
く
の
議
論
と
こ
う
い
っ
た
手
法
の
組

み
合
わ
せ
に
よ
り
、
毎
回
、
成
果
の
あ

る
会
議
を
目
標
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
今
後
の
取
り
組
み
な
ど
に
つ
い
て
、

市
民
会
議
委
員
で
あ
り
座
長
で
も
あ

る
森
田
啓
之
さ
ん
は「
二
十
三
名
の
委

員
が
十
一
月
を
第
一
回
と
し
て
七
回
の

会
議
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。
加
東
市

の
現
状
と
課
題（
よ
い
と
こ
ろ
、
悪
い
と
こ

ろ
）
を
多
角
的
に
分
析
す
る
こ
と
で
、

こ
れ
か
ら
の
加
東
市
の
お
お
ま
か
な

取
り
組
み
の
方
向
性
が
見
え
て
ま
い

り
ま
し
た
。
た
だ
、
旧
の
他
町
の
事

情
に
つ
い
て
お
互
い
知
ら
な
い
点
も

多
く
、
今
後
で
き
る
だ
け
情
報
を
共

有
す
る
中
で
、『
加
東
市
ら
し
い
、
そ

し
て〈
現
実
的
な
〉政
策
』の
作
成
に
貢

献
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。」と
い

っ
た
抱
負
を
述
べ
て
お
ら
れ
ま
す
。

　
今
後
も
委
員
の
み
な
さ
ま
に
は
、

加
東
市
の
目
指
す
べ
き
ま
ち
づ
く
り

の
検
討
に
つ
い
て
、
引
き
続
き
ご
尽

力
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

◆
計
画
策
定
に
向
け
て

　
地
方
自
治（
ま
ち
づ
く
り
）

の
社
会
情
勢
を
踏
ま
え
、
こ

れ
か
ら
の
総
合
計
画
に
は
、

①
企
業
的
経
営
セ
ン
ス
②
協

働
・
役
割
分
担
に
よ
る
ま
ち

づ
く
り
③
市
民
生
活
重
視
型

④
限
り
あ
る
資
源
で
最
大
限

の
効
果
と
い
う
観
点
が
求
め

ら
れ
ま
す
。
（
図
３
参
照
）

　

　
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
市

民
の
み
な
さ
ん
の
ご
意
見
を

い
た
だ
き
な
が
ら
、
審
議
会

の
答
申
を
受
け
、
平
成
十
九

年
度
末
策
定
に
む
け
て
作
業

を
進
め
て
い
き
ま
す
。
策
定

の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
は
、

今
後
も
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広

報
を
通
じ
て
お
知
ら
せ
し
て

い
き
ま
す
。
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問
い
合
わ
せ
は
企
画
部
企
画
政
策
課（
　
4
3
ー
0
3
8
8
）ま
で

●これまでの　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
  「まちづくり市民会議」の活動状況●

～市民の声で！ 市民の手で！まちづくり市民会議～

KJ法のイメージ図

SWOT分析表の例
　　弱 み (W)
（人、モノ、金、風土）

改善すべきこと

退くべきこと

　　強 み (S)
（人、モノ、金、風土）

攻めるべきこと

回避すべきこと

求められること(O)
（少子高齢化、環境など12項目）

してはならないこと(T)

外
部
環
境

内　　部　　環　　境

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

図2

●これから目指す総合計画●

図3

【
社
会
潮
流
の
変
化
】

ア．地域資源の有効活用
　 と地域経営

～地域の資源を企業的経営センスをもって
マネジメントする計画とします～

イ．市民参画による
　 計画策定

～協働と役割分担のまちづくりに向けた市民参画
による計画策定とします～

ウ．成果志向型で市民に
　 分かりやすい計画

～施策体系を行政内部執行(分野)型から、市民生活
重視(テーマ)型へ組み替えます～

エ．“あれもこれも”から
“あれとこれ”のまちづくり

～限りある資源から最大限の効果を生み出す計画
とします～

これから目指す
総合計画策定の
ポイント

右 肩 上 が り

中　央　集　権

平 　 均 　 化

ガバメント（統治）

自 治 体 運 営

→ 右 肩 下 が り→ 地 方 分 権

→ 個性化･多様化→ ガバナンス（協治）→ 地 域 経 営

●総合計画の構成●

図1

【基本構想】

【基本計画】

【実施計画】

10年間

前期
5年間

後期
5年間

　
加
東
市
が
発
足
し
、
一
年
が
経
過
し
ま
す
。
市
で
は
現
在
、
総
合
計
画

の
策
定
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、
こ
の
計
画
策
定
は
こ
れ
か
ら
の
時
代

に
ふ
さ
わ
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す
計
画
と
し
て
、
重
要
な
位
置
づ
け

と
な
り
ま
す
。

（スウォット）

※
１

※
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ステップ1

ステップ2

ステップ3

ステップ4

文章化

市の将来の目標および目標を達
成するための方針を明らかにし
ます。

基本構想で示された目標に到達
するための施策体系（取り組み事項）
を明らかにします。

基本計画で設定した施策･事業を、
中期的な財政予測のもとに毎年
度のローリングにより、予算編成
の指針として作成します。


